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2011年度活動テーマ

発酵食品で放射能に打ち克つ健

康づくり。人々の協同で

被災地復興と大地再生。

 発酵と復興

【ものづくり、人づくり、地域づくり】　震災・原発事故からもうすぐ１年

常総生協組合員・生産者・役
職員が東海村に共に集って
東海第２原発廃炉をアピール

　　3/20（火・祝） 「広瀬隆つくば講演会」
　　　　　　13：30～16：30（開場13：00）つくば国際会議場　大ホール

「第二のフクシマ：東海原発で事故があれば今度こそ日本は滅亡」　

　【前売券のお申し込みは生協本部まで】

　≪一般≫1,000円　　（当日券1,300円）

　≪学生・障がい者≫500円　（当日券700円）

　※高校生以下は無料です。

※前売券の受け渡しは

講演会当日・会場でと

なります

東海村・村上村長
「常総生協組合員の皆さんからの
たくさんのお手紙が私の力となり、
背中を押してくれました」

東海第 2原発を

700人の人の鎖で

囲んで廃炉をア

ピール

「やさとの仲間」の若手

生産者たち、その先輩生

産者たち、山形県白鷹町

の生産者も駆けつけて組

合員と共に人の鎖を

●2012年度も残りあと1ヶ月

今年度中の累積欠損解消に向けて
「あと一品」の利用結集をお願いします。

　今年度中での累積欠損解消は、2011年度総代会で掲げた今期の大きな課題です。 先週のニ

ュースでの報告の通り、東電への損害賠償請求については今期決算に反映出来るかどうか不

透明な状況で、現時点の年度末決算見通しでは累積欠損解消達成できるか「ギリギリ」の試

算です。東電からの賠償金の有無に関わらず、今期での累積欠損解消を達成出来るよう、「

あと一品」の利用結集へのご協力、よろしくお願いします。（専務理事　丸山潔）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・2月26日、東海村の村松コミュニティセンターで

茨城有機農業研究会の総会が開催されました。

　東電福島原発の事故によって、かけがえのない

大地を汚されてしまった生産者たち、「これ以上

の放射能汚染は絶対に許さない」という意志を示

すために、「東海第2原発ハイロアクション」の開

催に合わせて東海村での開催となりました。

　県内各地の有機農業生産者とともに常総生協

組合員も参加し、総勢100名あまりで「福島原発

事故を考える。今と未来を生きる全ての命あるも

ののために」と題した村上村長の講演を聞きまし

た。

・事故を小さく見せようとする原発業界の動き、

放射能の不安を口に出来ないという「戒厳令下」

のような福島の現状、東海村でもJCOの事故後

ですら、原子力への疑問を呈する事が出来ない

現状、こうした中で人々が自らを規制し、発言を

しなくなってしまっている日本の状況と怖さを語ら

れました。

　そうした状況の中で自らの言葉で語り、行動す

る事の大切さを説く中で、常総生協組合員から

の手紙について触れ、「今までにない新しい民主

主義の風を吹いている」と語られました。

　昨年11月、常総生協さんの訪問を受けました。そ

の際、常総生協の組合員の皆さんからたくさんのお

手紙を頂戴しました。これはすごかったですね。「こん

なに日本人も発言するんだなぁ」、「自分の意見を言

うんだなぁ」というのを感じました。しかも首都圏に

ある守谷、取手、あるいは流山、柏の人達、特に若い

女性から、たくさんの手紙をいただきました。それは

一人ひとりがまさに自分の言葉で語っているお手紙

でした。短い手紙でありましたが、「これはすごいぞ」

と思いました。

首都圏の人たち、電気の消費者である人たちが、

その電気がどこから来ているかという事はご存じな

かったんだろうと思います。その人たちが電気は福島

だとか、新潟から、それも原子力発電所から来てい

るということを初めて知ったなと。この知ったという

事実、そして原発事故に関心を持ったという事実は

ものすごい力だと、これはよく燎原の火のようにと言

いますが、まさに燎原の火のように広まっていくんじ

ゃないかという感じを持ちました。 

【東海村　村上村長講演（2月26日茨城有機農業研究会東海村集会から）】

　常総生協組合員からのたくさんのお手紙、一人ひと
りがまさに自分の言葉で語っているお手紙でありまし
たが、「これはすごいぞ」と思いました。

【昨年11月8日、組合員からの多数のメッ

セージを携えて村上村長さんを訪問】

組合員からのメッセージを台紙に貼って本にし

てお届けしました。脱原発くらし見直し委員会の

メンバーも交え、1時間余りも面談。

「今、声をあげないでどうするの
ですか」皆で意思表示しませんか

　埼玉、栃木、神奈川、新潟など遠くからの旗

が集いみなさんの意気込みを感じます。約700人

の参加、小さいお子さん連れの家族もあり心が

あったかくなります。本当にご苦労様、ありが

とう。

　組合員同士のおしゃべりもたくさんできてお

互いに元気をもらいました。福島原発の爆発で

原発の安全神話は壊れ見えない放射能はこの先

何十年も否、何百年もなくならずに私達を苦し

めていくのに国も東電も平気で検査を終えたら

どの原発も動かそうとしています。まるで国民

のことは悲しいほど考えていないとしか思えま

せん。

　日本の国民が今、声をあげないでどうするの

ですか。世界中が日本を見ているようです。こ

のたびの参加であちこちでの「集会」のチラシ

をもらいました。動いていると感じました。築

30年以上老朽化して、ますますこわい東海第二

原発も8月には再び動かすとか。なんとしても廃

止にしたい。いろいろな場面いろいろなところ

で皆で「意思表示」をしませんか？　

　　　　　　　　　　　　　（常総市　羽田）

【東海第２原発ハイロアクション・人間の鎖で廃炉をアピール（2月26日）】

「危険な原発はいらなーい！」「さよなら原発！」

「国の判断を待ってから」なんて悠長
な事は言わないで即刻止めて下さい。
橋本知事！

　日頃澱のようにたまっている思いを｢危険

な原発はいらない｣｢再稼動は認めない｣と皆

さんの声と合わせて意思表示できたことは、

次のステップになりました。参加者は700名

だったとか。県内外の市民の人達、赤ちゃん

を抱っこしたママさん、ベビーカーを押して

のパパさん、小学生連れのご家族もいました

。それぞれの思いを抱いて集まってきた人達

がずらーりと1キロ、手をつないで。

　発電所の門は堅く閉ざされたまま、人影も

なし、恐らく平日だってそれは変らないでし

ょう。何しろ国家機密の場所なのですから。

扱うのは危険な核そのものなのですから。そ

の証左に発電所を囲むフェンスには、同間隔

で｢周辺監視地域｣の標識が・・・。原発は根

源的に人の手には負えないもの。人とは共存

できないものだということを明確に顕してい

ます。私たちは、遅まきながらそのことに気

づきましたから、もう騙されないぞ・・・と

思います。

　老朽化した原発、再処理工場もある危ない

危ない茨城県。｢国の判断を待ってから｣なん

て、そんな悠長なことを言わないで、即刻止

めて下さい。橋本知事さん！！

　これ以上、大地を空を海を汚さないで。子

ども達の命を脅かさないで。廃炉の願いは、

今日を生きていく多くの生活者の叫びなので

す。　　　　　　　　　　（取手市　松浦）

常総生協の供給ト

ラックも東海村で

廃炉をアピール


